
本研修は、環境省「平成27年度ESD環境教育プログラム実証等事業に係るESD環境教育プログラムの
作成・展開業務（四国地方）」の人材育成研修事業として行うものです。
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ESD研像のご案内

気づき行動する明日のために
学校や地域で活用できる
ESDプログラムを考えよう

．・・／電話＼
11月7日（土）

6：30
1ヽ－．・一・一　　　一一一一′

参加　費：無料
募集定見：50人

一講師・総評－

NPO法人　ESD－J（持続可能な開発のための教育推進会議）

理　事　竹内　よし子
高知大学　教育学部

教　授　菊地るみ子

ところ

高知大学朝倉キャンパス
教育学部1号館1階11番教室

※大学正門を入り、本部管理棟を過ぎて
右へ約200m進んだ右手にある建物です。

【アクセス】

◇鉄　　道：J R土讃線「朝倉駅」

◇路面電車：「朝倉（高知大学前）」
◇路線バス：「朝倉高知大学前」
◇自動車および二輪車での来場も可能

高知市曙町二丁目5番1号

NPO法人えひめグローバルネットワーク

〒790－0803　愛媛県松山市東雲町5－6

TEL／FAX　089－993－6271

E－mail：wa kuwaku＠egn．or．JP

事前のあ申し込か盲
お願いします
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■　ESDってなに？

ESDのSD（Sustainable Development）は、「将来世代のニーズを損なうことなく、現

世代のニーズを満たす開発」や「人間を支える生態系が有する能力の範囲内で営みなが
ら、人間の生活の質を向上させること」と定義されています。
そのための教育（学び）がESD（Education for Sustainable Development）であり、

持続可能な社会を実現する3つの要素「環境」「経済」「社会・文化」のそれぞれの視点
で物事を捉え、行動できる人を増やしていくことをめざしています。

国立教育政策研究所教育課程研究センター
「ESDの学習指導過程を構想し展開するために必要な枠組み」から一部引用

■当日のプログラム（予定）

13：15　受付開始

13：30　開会のあいさつ

足立晃【環境省中国四国地方環境事務所高松事務所専門官】

菊地るみ子【高知大学教育学部教授】

13：40　ESDの考え方を広げるには
～身近なコトから考え行動するプログラムづくり～

竹内よし子【NPO法人ESD」（持続可能な開発のための教育推進会議）理事】

14：10　講義：ESD事例紹介

①【防災×環境×地域づくり】　　　　　　　　　　　　②【地域×生き物の生態×生物多様性】

東雲ピカピカESD～私たちが育てるコミュニティファーム　　　アサギマダラの飛来する魅力ある地域づくり

（松山市立東雲小学校の取り組みから）　　　　　　　　　　（香美市立片地小学校の取り組みから）

14：50　ESDワークショップ

「わかる」から行動できる！そのポイントを学ぶ

16：15　総評

菊地るみ子【高知大学教育学部教授】

16：30　終了

……………‥　奉加申込について・‥日日‥‥HHHH日

章加のお申し込みはEメール、もしくはFAXにて、氏名、所属、連絡先をご記入のうえ、
下記申込先までご連絡をお願いいたします。

FAX：089－993－6271　E－mail：Wakuwaku＠egn．or．」p

氏　名 �所　属 �連絡先 

■お申込みいただきました個人情報につきましては、本事業のみに限り活用することとし、他に転用することはありません。


